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平成 29 年度 事業計画
基本理念　だれもが安心して暮らせる地域福祉づくり

Ⅰ  法人運営部門
❶ 社会福祉協議会の基盤強化
⑴ 法人運営体制の強化
⑵ 会員組織の強化
⑶ 赤い羽根共同募金運動の推進
⑷ 住民意識調査の検証
⑸ 第３次地域福祉活動計画の評価・見直し
⑹ 災害時体制・マニュアル整備

Ⅲ　在宅部門
❶ 介護保険事業
⑴ ふれあい居宅介護支援事業所
⑵ 伊豆市社協訪問介護事業所

❷ 障害者自立支援事業
❸ 介護予防・日常生活支援総合事業
⑴ 第１号介護予防支援事業
⑵ 第１号訪問事業

❹ 市受託事業
⑴ 生活困窮者自立支援事業
⑵ 介護事業関係

①生活管理指導員派遣事業
②移動支援事業
③生活サポート事業
④認定調査事業
⑤介護予防支援事業

⑶ 放課後児童健全育成事業
①ひがしっこクラブ
②くまっこくらぶ
③といっこくらぶ

⑷ 手話奉仕員養成講座
⑸ 生活支援コーディネーター業務

Ⅳ　施設管理部門
❶ 中伊豆保健福祉センター管理事業（市受託事業）
❷ 城山活動支援センター管理運営事業（市受託事業）

Ⅴ　その他事業
❶ 福祉団体への補助金交付と自主的活動の促進
⑴ 民生委員児童委員協議会
⑵ 老人クラブ連合会
⑶ 手をつなぐ育成会
⑷ 戦没者遺族会
❷ ケア会議等への参加・協力
❸ 市内高等学校文化祭への協力
❹ 他機関との連携・調整

Ⅱ  地域福祉部門
❶ 広報・調査活動事業
⑴ 広報紙『はーと to ハート』の発行
⑵ ホームページの管理・運営
⑶ 伊豆市社会福祉大会（10 月 28 日開催予定）
⑷ 伊豆市共同募金委員会の運営・推進
⑸ 他媒体を活用した社協 PR

❷ ボランティアセンター事業
⑴ 情報提供　コーディネート・情報発信
⑵ 育成

・ボランティア活動助成金の交付
・各種ボランティア研修会実施
・ボランティア連絡会・団体への協力
・福祉サポーター養成講座
・子育て支援事業
　（託児ボランティア養成・派遣、こども広場開催）
・災害ボランティアセンター体制整備事業
　（訓練・マニュアル整備・登録制度他）
・おたがいさまサービスボランティア支援
・移送ボランティア支援
・ボランティアビューローの管理・整備
・ボランティア保険加入事務

❸ 福祉教育事業
⑴ 福祉教育実践校事業 ( 小中学生への福祉教育）
⑵ 高校生福祉体験事業
⑶ 子ども地域体験事業

❹ 小地域福祉活動事業
⑴ 地域福祉委員会設置事業（１３委員会）
⑵ ふれあいサロンの推進

❺ 生活支援事業
⑴ 子育て支援事業

・チャイルドシート貸与事業（通常・一時）
・チャイルドシート補助金交付事業
・赤ちゃん訪問

⑵ 車イス貸与事業
⑶ 移送サービス事業（車イス車両貸出）

⑷ ふれあい会食サービス
⑸ おたがいさまサービス事業
⑹ 生活支援コーディネーター事業

❻ 福祉総合相談所
⑴ 福祉相談事業
⑵ 日常生活自立支援事業
⑶ 資金貸付事業
⑷ 生活支援員育成

基本目標
1. 福祉のひとづくり
2. 共生のまちづくり
3. 安心できる環境づくり

住民の皆さまと協力して、共に推進します。

2



当会は皆さまからお寄せ頂く会費、寄附金をはじめ、市補助金・委託金、県委託金、共同募金配分金を財源とし、
介護保険・障害者総合支援法によるサービス事業と一体的に、社会福祉事業、公益事業を実施していきます。

＊ 平成２９年度の予算 ＊

伊豆市社会福祉協議会収入

伊豆市社会福祉協議会支出

①会費収入　5,250 千円

②寄付金収入　700 千円

③市補助金収入 ( 社協運営・社会福祉大会 )  

　23,607 千円

④市補助金収入 ( チャイルドシート購入補助金交付事業 )

　830 千円

⑤市補助金収入 ( 災害 VC 体制整備事業 )　2,210 千円

⑥市補助金収入 ( 福祉サポーター育成事業 )　477 千円

⑦市補助金収入 ( 福祉団体 )　9,753 千円

⑧市助成金収入 ( 無縁仏、静霊奉賛会 )　95 千円

⑨共同募金配分金収入　5,146 千円

⑩ 市受託金収入 ( 手話奉仕員養成事業、生活困窮者

　 自立支援事業、生活支援コーディネーター設置事業 )

　12,027 千円

⑪会館管理受託金収入 ( 城山活動支援センター管理、

　中伊豆保健福祉センター管理事業 )　5,042 千円

①人件費支出　32,026 千円

②地域福祉事業費支出　5,714 千円

③チャイルドシート購入補助事業支出　830 千円

④ 市受託事業支出 ( 手話奉仕員養成事業、生活困窮者

自立支援事業、生活支援コーディネーター設置事業 )

　12,092 千円

⑤会館管理受託事業支出 ( 城山活動支援センター管理、

　中伊豆保健福祉センター管理事業 )　5,042 千円

⑥ 県社協受託事業支出 ( 資金貸付事業、日常生活自立

支援事業 )　6,211 千円

⑦児童福祉事業支出　21,659 千円

⑧介護保険事業支出　35,134 千円

⑫ 県社協受託金収入 ( 資金貸付事業、日常生活自立支

援事業受託金収入 )　3,072 千円

⑬貸付事業収入　500 千円

⑭事業収入（日常生活自立支援事業利用料収入）

　360 千円

⑮負担金収入　215 千円

⑯介護保険事業収入　31,653 千円

⑰介護予防・日常生活支援総合事業支出　7,734 千円

⑱児童福祉事業収入　21,659 千円

⑲自立支援事業収入　6,301 千円

⑳受取利息配当金収入　1,751 千円

�その他の収入（雑収入）　60 千円

�積立資産取崩収入　11,990 千円

�前期末支払資金残高　4,500 千円

⑨介護予防・日常生活支援総合事業支出　7,734 千円

⑩自立支援事業支出　6,301 千円

⑪事務費支出　7,916 千円

⑫貸付事業支出　800 千円

⑬福祉団体補助金支出　9,753 千円

⑭ 助成金支出 ( 地域福祉委員会、ふれあいサロン、ボ

ランティア活動、福祉教育実践校 )　3,220 千円

⑮予備費支出　500 千円

収入計  154,932 千円

支出計  154,932 千円
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土肥地区
土
肥
地
区
地
域
福
祉
委
員
会

◆
土
肥
地
域
福
祉
委
員
会

　

地
域
福
祉
委
員
会
の
Ｐ
Ｒ
と
地

域
に
お
け
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

兼
ね
た
犬
の
散
歩
時
に
活
用
し
て

も
ら
う「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
」

の
リ
ー
ド
標
と
バ
ン
ダ
ナ
の
作

成
・
配
布
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

土
肥
地
区
で
は
夜
間
や
夕
暮
れ
時

に
散
歩
す
る
方
も
多
く
、
安
心
・

安
全
の
為
に
光
に
反
射
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。一
頭
で
も
多

く
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
の
勧
誘
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
み
な
く
る
会

　

み
な
く
る
会
で
も
、土
肥
地
区
同
様
に
会
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
活
性

化
を
目
指
し
て
エ
コ
バ
ッ
グ
の
作
成
・
配
布
を
行
い
ま
し
た
。丈

夫
か
つ
濡
れ
て
も
良
い
素
材
で
夕
暮
れ
時
に
は
反
射
す
る
の
で
安

心
・
安
全
で
す
。ま
た
、地
域
住
民
が
育
て
た
地
場
産
品
を
取
り
扱

う「
あ
り
が
と
う
」

を
活
性
化
し
た
い

と
の
願
い
を
込
め

て
、「
あ
り
が
と
う
」

「
み
な
く
る
か
い
」

の
文
字
を
入
れ
て

あ
り
ま
す
。

修善寺地区
◆
修
善
寺
東
地
域
福
祉
委
員
会

　

毎
月
第
一
水
曜
日
の
朝
、
登
校
時
に
合

わ
せ
て
各
地
区
に
て
あ
い
さ
つ
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。平
成
28
年
度
は
あ
い
さ

つ
運
動
と
地
域
福
祉
委
員
会
の
Ｐ
Ｒ
を
す

る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
と
地
域
福
祉

委
員
会
た
よ
り
の
回
覧
を
し
ま
し
た
。

◆
熊
坂
地
域
福
祉
委
員
会

　

小
学
校
の
始
業
式
や
終
業
式
に
合
わ
せ

た
あ
い
さ
つ
運
動
や
、
敬
老
の
日
や
防
災

訓
練
に
合
わ
せ
て
緊
急
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
配

布
し
ま
し
た
。ま
た
、熊
坂
小
学
校
区
の
名

勝
地
マ
ッ
プ
を
作
成
し
配
布
し
ま
し
た
。

◆
修
善
寺
地
域
福
祉
委
員
会

　

か
わ
ら
版「
わ
が
ま
ち
し
ゅ
ぜ
ん
じ
」

を
年
４
回
発
行
し
各
戸
配
布
を
し
て
い
ま

す
。そ
の
時
々
の
地
域
の
情
報
や
呼
び
か

け
を
委
員
で
考
え
作
成
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
も
楽
し
み
に
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
口
千
令
さ
ん
の
切
り
絵
が
目
印

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
フ
ァ
イ
ル
を
、
地
域

内
の
拠
点
に
置
い
て
い
ま
す
。

◆
修
善
寺
南
地
域
福
祉
委
員
会

　

地
域
の
危
険
個
所
と
思
わ
れ
る
場
所
に

て
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
兼
ね
て
、毎
月
第
３
水
曜
日
に
あ
い

さ
つ
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
域
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に「
修
善

寺
南
地
域
福
祉
委
員
会
便
り
」を
作
成
し
発
行
し
ま
し
た
。

＊＊各地区地域福祉 委員会現状報告＊＊
※委員選出におきましては、各区長様方にご協力をいただき誠にありがとうございます。　地域福祉委員会に関して、ご意見等ありましたら、社協までご連絡下さい。

4



天城湯ヶ島地区
天
城
湯
ヶ
島
地
区

　

毎
月
第
１
月
曜
日
を「
あ
い
さ
つ
運
動

の
日
」と
し
、子
ど
も
の
見
守
り
・
声
掛
け

を
通
し
て
あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
ま
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
あ
い
さ
つ
運
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、９
月
と
１
月
の
あ
い
さ
つ
運
動

で
は
委
員
全
員
で
一
箇
所
及
び
二
箇
所

で
実
施
し
ま
し
た
。

◆
湯
ヶ
島
地
域
福
祉
委
員
会

　

高
齢
者
等
の
ゴ
ミ
出
し
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
の
意
見
か
ら「
ご
み

の
出
し
方
勉
強
会
」を
実
施
し
、
そ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に
情
報
発
信
し
ま

し
た
。

◆
月
ヶ
瀬
地
域
福
祉
委
員
会

　

困
っ
た
時
や
必
要
な
時

に
必
要
な
情
報
を
探
す
の
に

苦
労
す
る
と
い
う
意
見
か
ら

月
ヶ
瀬
地
域
の
必
要
な
情
報
を

ま
と
め
た「
便
利
カ
ー
ド
」を
作

製
し
ま
し
た
。

◆
狩
野
地
域
福
祉
委
員
会

　

子
ど
も
た
ち
が
歩
い
て
学
校
に
行
く

地
域
な
の
で
地
域
の
危
険
個
所
の
把
握
、

情
報
共
有
を
目
的
に
危
険
個
所
の
マ
ッ

プ
を
作
製
し
ま
し
た
。

中伊豆地区
　

中
伊
豆
地
区
で
は
４
箇
所
の
委
員
会
が
、「
地

域
の
安
全
は
地
域
で
」を
テ
ー
マ
に「
看
板
作

製
、設
置
」「
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
作
製
」「
マ
ッ
プ

作
り
」等
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

◆
八
岳
地
域
福
祉
委
員
会

　

お
年
寄
り
用
の
交
通
安
全
看
板
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。サ
イ
ズ
を
大
き
く

（
Ａ
３
⇨
Ａ
２
）し
て
、「
注
意
!!
」「
危
険
!!
」

「
徐
行
!!
」「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
!!
」等
の
文
字

を
加
え
、大
変
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

◆
大
東
地
域
福
祉
委
員
会

　

中
伊
豆
バ
イ
バ
ス
無
料
化
に
伴
い
、交
通
量

が
大
変
多
く
な
っ
た
の
で
、危
険
箇
所
に
交
通

安
全
看
板
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

◆
白
岩
地
域
福
祉
委
員
会

　

地
域
の
課
題
の
整
理
と
解
決
策
の
検
討
を

行
い
、３
つ
の
取
組
を
し
ま
し
た
。①
防
犯
啓

発
シ
ー
ル
の
再
作
製
②
振
込
詐
欺
啓
発
チ
ラ

シ
の
各
戸
配
布
③
危
険
箇
所
把
握
、
マ
ッ
プ

作
成
。

◆
中
地
区
地
域
福
祉
委
員
会

　

災
害
・
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
改
良
版
を
各

戸
配
布
い
た
し
ま
し
た
。中
地
区
地
域
で
み
ん

な
で
備
え
て
い
る
と
い
う
共
通
認
識
を
持
ち
、

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
れ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

＊＊各地区地域福祉 委員会現状報告＊＊
※委員選出におきましては、各区長様方にご協力をいただき誠にありがとうございます。　地域福祉委員会に関して、ご意見等ありましたら、社協までご連絡下さい。

5



１．対象団体　～どんな団体が申請できる？～
下記事業を実施している
・地域福祉委員会・月１回以上開催しているふれあいサロン・地区民生委員児童委員協議会・ボランティアグルー
プ・ＮＰＯ法人・町内会自治会（自治会所有の子どもの遊び場整備のみ対象）

２．対象事業　～このような事業に助成します～
高齢者、障害者、児童など地域の福祉サービスを必要とする支援対象者に対する、地域ふれあい支え合い助成事
業として、下記の福祉活動事業または、その福祉活動に必要の機器を対象とする。

事業費助成
(1) 要援護者のための支援体制づくり活動

（例：地域の福祉課題の把握と解決へ仕組みづくり、対象者マップ作成事業、救急医療情報ケース整備事業、
障害者のための避難所運営訓練事業など )

(2) 在宅福祉活動
（例：配食サービスの機器整備事業、子育てサロン事業、車椅子の貸出事業、障害者情報提供用機器整備事業、
高齢者介護予防サロン事業、ひきこもり孤立を防ぐ相談事業、子どもの遊び場の遊具新設）

(3) 人材養成
（例：高齢者サロンスタッフ、相談電話受け手等の養成研修会、介護教室など）

機器整備
(4) 機器整備

上記 (1) から (3) までの福祉事業に必要な機器
（例：サロンで使う資機材・サロンで使う公民館のトイレ改修など）
※対象外
・広報紙・機関紙の発行
・交流活動、福祉祭り、大会、親睦、慰労、生きがい活動
・個人支給の物品（ユニホームなど）、消耗品（ヘルメット、食料品など）
・団体の運営費・人件費・経常費・宿泊費・食事代・旅費
・管理運営用事務機器（パソコン、プロジェクター、コピー機、書庫、デジタルカメラ、ムービーなど）
・慰問活動に必要な機器
・ 行政設置の建物 ( 公民館・学校など ) を活動拠点としている場合の建物と一体となる設備並びに行政設置施

設の常設の設備備品
・ 自治会所有の建物、設備 ( テーブル、テントなど ) 並びに常設の設備備品 ( 空調設備、テレビ、カラオケ、

建物と一体となる放送設備など）
・防災資機材 ( ＡＥＤ含む )
・サロン等の事業については、月１回以上の開催がないもの
・構成員等の親睦、資格取得を目的とする事業及び機関紙等の広報事業
・借家の資産価値を高める事業（使用者の責任となる事案は除く。）

３．事業実施年度
平成 29 年度（平成 29 年 10 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）までに実施する事業。

４．助成基準
(1) 助成対象 総事業費が 15 万円以上の事業を対象とする。
(2) 助 成 率 ９０％以内（千円未満切捨）
(3) 助成額の上限 ①事 業 費：２０万円 ②機器整備費：３０万円
(5) 助成を受けた翌年度は、申請対象から除く。

５．受付期間 
平成 29 年 5 月 16 日（火）～平成 29 年 6 月 30 日（金）
この助成金は皆さまからご協力いただいております、赤い羽根共同募金から助成されます。
申請に関してのお問い合わせは　８３－３０１３までお気軽にお電話ください。
平成 28 年度助成要綱の改正により、自治会からの申請は自治会所有の子どもの遊び場整備のみ対象となりました。

～みんなが社会の一員として包み支え合うしくみづくり～

地域ふれあい支え合い助成事業
助成先を募集します !!
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生活支援員だより

No. ４6

福祉サービスの利用に関する相談に応じサービスの
選択や契約を支援し、料金の支払いや日常の金銭管理
等のお手伝いをする事業です。

日 常 生 活
自立支援事業

前任の方から引き継いで早7ヶ月。
言葉をかわすのは少しだけですが、動けない方
なので季節の様子などお話しするよう心がけ
ています。
気持ちの上だけでも元気がでてもらえるよう
にと思っています。

専門相談日程

期　　日 司法
書士 税務 場　　所 時 間

5月9日㈫ 〇 中伊豆保健福祉センタ－

9：30
～

11：30

5月11日㈭ 〇 中伊豆保健福祉センタ－

6月13日㈫ 〇 天城保健福祉センター

7月11日㈫ 〇 〇 伊豆市土肥支所

8月8日㈫ 〇 中伊豆保健福祉センター

9月12日㈫ 〇 〇 城山活動支援センター

10月10日㈫ 〇 伊豆市土肥支所

11月14日㈫ 〇 〇 天城保健福祉センター

12月12日㈫ 〇 城山活動支援センター

1月16日㈫ 〇 〇 中伊豆保健福祉センター

2月13日㈫ 〇 天城保健福祉センター

3月13日㈫ 〇 伊豆市土肥支所

天城湯ヶ島地区

山田　裕子

専門相談について
　毎月、司法書士による無料相談を行っています。悪徳商法、

消費者金融、身近な契約トラブルや財政管理、成年後見制度に

関する相談などを受け付けております。

　また、奇数月には、税理士による無料相談を行っています。

相続、確定申告、年金、医療費や住宅ローンの控除、家や土地

の購入や売却方法についてなどの相談を受け付けております。

　個人情報及び相談内容につきましては守秘いたしますので、

安心してご相談ください。( 要予約：本所　83-3013)

しあわせそうだん

福祉総合相談事業・専門相談日程

日 　 　 時：平成２９年５月８日（月）から（月曜日が祝日の場合は火曜日）
　　　　　　講座　全４０回１０：００～１２：００
　　　　　　講義　２回
場 　 　 所：修善寺生きいきプラザ
受 講 料：無料
　　　　　　※テキスト代（DVD付）３，２４０円（税込）は自己負担
申込・問合せ先：
　　　　　　〒410－2505　伊豆市八幡３３－１
　　　　　　社会福祉法人伊豆市社会福祉協議会　電話（８３）３０１３

手話を始めてみませんか？初心者でも大丈夫！
手話や聴覚障がいについて仲間と一緒に楽しく学んで、コミュニケーションの
輪を広げよう！

手話奉仕員養成講座

ふれてみよう！手話の魅力

お気軽に
お問い合わせ
下さい！
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◆寄付金◆
・伊豆市立修善寺図書館
・清雲寺
・中伊豆グリーンクラブ
・日蓮宗静岡県東部六区寺院
・昭和の商用車大集合　御意見無用　実行委員会
・匿名1件

◆寄付物品◆
・田方地区労働者福祉協議会
田方地区ろうきんグリーン友の会
タオル　１，６５０枚

・東静岡ヤクルト販売株式会社
ヤクルト　２，５８０本

（順不同、敬称略）
平成29年2月1日～平成29年3月31日感謝のページ ありがとうございます

災害ボランティアセンターとは大規模災
害発生時に、被災者ニーズの把握とボラ
ンティア派遣の調整を行い、復旧に努め
る場所です。
災害発生時においては、地域でのニーズ

（困りごと）への対応の中心は災害ボラ
ンティアセンターが担います。
本訓練においては、災害ボランティアセ
ンターが果たす役割の周知及び地域住民
としてなにができるのかを考えることで
地域全体の災害意識を高めることを目的
に実施いたします。

問合せ・申込先 伊豆市社会福祉協議会 伊豆市八幡 33-1
TEL：0558-83-3013

伊豆市災害ボランティアセンター立上訓練

訓練参加者募集 !!
開
催
日
時
・
会
場

平成29年７月８日土
修善寺会場　１０：００～
　　　　　　　修善寺生きいきプラザ　伊豆市民文化ホール
中伊豆会場　１３：３０～　中伊豆保健福祉センター

平成29年７月２２日土
土 肥 会 場　　９：３０～　伊豆市役所土肥支所
天 城 会 場　１３：３０～　天城保健福祉センター

筆記用具

地震や風水害などいつ起きても
おかしくない災害…

発災後、災害ボランティア
センターが立ち上がります。
災害ボランティアセンターを

知っていますか？

持ち物

赤い羽根共同募金
助成金をご活用ください

ボランティア団体や福祉施設の方へ（福祉施設機器整備事業）
福祉施設には今まで送迎用の車や作業等で使用する機器等、様々な助成をさせていただいております。
平成２９年度も今年と同様に助成が予定されております。
申請受付期間は４月１日～５月１５日となっておりますので助成を希望される方はお問い合わせください。

サロン・小地域福祉活動団体の方へ（地域ふれあい支え合い助成事業）
高齢者・障害者・児童など地域の福祉サービスを必要とする方への支援をされている団体への助成となります。
詳しい説明は６ページをご覧ください。
申請受付期間は５月１６日～６月３０日となっておりますのでお問い合わせください。

心配する「災害」を備える「地域」に
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